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)
 

計
 
5
f
l
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（
一
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9
)
 

世
帯
数
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2
g
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舞
尋
 

(
+
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9
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（
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月
プ
 
［
I

『で
〕
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8
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口
 

fり「
元
a
 

人
 
3
6
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一
 (3月31日電 瞬基本台帳） 

男
女
計
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平成 3年 

シンボルマーク 

，
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
0
 

神山フラワーセンター「北限の梅林」にて喜びの小田桐さん 

梅
お
と
め
）
に
 

輝
い
た
 

小
田
桐
康
子

さ
ん
 

（
二
一
一
歳）
 

。フ
ロ
フ
ィ
ル

ー
 

柏
村
鷺
坂
在
住
、
ご
両
親
と

お
兄
さ
ん
と
の
四
人
家
族
。
 

市
内
の
薬
店
に
勤
務
。
 

“ひ
と
こ
と
、
ど
う
ぞ
）
 

「び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も

う
れ
し
い
で
す
。
質
問
に
、
津

軽
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
の
で
す

が
、
あ
が
っ
て
し
ま
っ
て
…
。
 

津
軽
は
、
き
れ
い
で
、
ゆ
っ

た
り
し
て
い
て
大
好
き
で
す
。
 

み
ん
な
仲
良
く
楽
し
く
暮
し

て
い
き
た
い
の
で
、
そ
の
た
め

に
お
役
に
立
て
た
ら
…
…
と
思

い
ま
す
」
 

あ
り
が
と
う
、
康
子
さ
ん
。
 

ほ
ん
と
う
に
爽
や
か
な
お
嬢
さ

ん
で
し
た
。
 

毎
回
庁
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。

シンボル7ーク

ぷ
冊
お
と
め
μ

に

輝
い
た

広報

d伝
神山フラワーセンター 「北限の梅林」にて喜びの小田桐さん

小
田
桐
康
子
さ
ん

(一
三
歳
)

ー
プ
口
フ
ィ
ル
|

柏
村
鷺
坂
在
住
、
ご
両
親
と

お
兄
さ
ん
と
の
四
人
家
族
。

市
内
の
薬
底
に
勤
務
。

H

ひ
と
こ
と、

ど
う
ぞ
H

「び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も

う
れ
し
い
で
す
。
質
問
に
、
津

軽
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
の
で
す

が
、
あ
が

っ
て
し
ま
っ
て
・:。

津
軽
は
、
き
れ
い
で
、
ゆ
っ

た
り
し
て
い
て
大
好
き
で
す
。

み
ん
な
仲
良
く
楽
し
く
暮
し

て
い
き
た
い
の
で
、
そ
の
た
め

に
お
役
に
立
て
た
ら
・・・:・
と
思

い
ま
す
」

あ
り
が
と
う
、
康
チ
さ
ん
。

ほ
ん
と
う
に
爽
や
か
な
お
燥
さ

ん
で
し
た
。

前月比

兇 23，683 屯 (ー29 2) 
女 26，334 ¥ (-137) 
計 50，017 J (-429) 
世帯数 16，233 (+729) 

( 3月31日現在 住民空基本台帳)

人口と世帯

車
平成3年

事 No.734 
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、蕪 鷲県」纂」 

梅おとめに選ばれた小田桐さん（中）と梅む

すめの小山さん（右）、野呂さん（左） 

・

J
・
、
 

五所川原幼稚園児による和太鼓演奏 

梅林を散策する市民 

津軽野保育園児による鼓笛演奏 

農産物加工品の展示即売 

第―・第ニさつき保育園児による鼓笛演奏 

平成 3 年（1991年）5 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第734号）② 

北限の梅林、今咲き誇る 
尋豊‘盛声ジか支着，ぞで〒七ぐ・】！ 

平成3年(1991年)5月1日 広報ごしょがわら (第734号)②

1静

::椴:白書(:以姉滅的91

総声

梅おとめに選ばれた小田桐さん(中)と梅む
すめの小山さん(右)、野自さん(左)

梅林を散策する市民

農産物加工品の展示即売

ロザむ♂事Ja

五所川原幼稚園児による和太鼓演奏

津軽野保育園児による鼓箇演奏

第一・第二さっき保育園児による鼓笛演奏



（第734号） 広報ごしょがわら ③平成 3 年（1991年）5 月 1日 

下」
鷺
「蒙
薫
灘
難
 

日
立
東
部
セ
ミ

n
ン
ダ
ク
タ
開
津
軽
工
場
 

,
 

、
 

県
内
の
“
花
ま
つ
り
〈
の
ト

ッ
プ
を
飾
る
 
「第
二
回
ご
J
ょ

が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
が
四
月
十

三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
十

七
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
梅
ま
つ
り
は
、〈
北
限の

梅
林
、
今
咲
き
誇
る
〉
を
テ

ー
 

マ
に
市
内
神
山
地
区
の
津
軽
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
、
 

北
限
の
梅
林
と
自
然
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
昨

年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
も

の
で
す
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
テ
ー
 

プ
カ
ッ
ト
の
後
、
佐
々
木
市
長

が
 
「梅
ま
つ
り
は
県
内
の
花
ま

つ
り
の
幕
開
け
と
な
る
も
の
で

す
。
今
後
も
梅
林
整
備
に
力
を
 

口
メ
モ

ー
 

ウ
メ
は
、
中
国
の
原
産
。
 

日
本
に
は
、
か
な
り
早
く
か

ら
渡
来
し
、
万
葉
集
に
は
、
 

ウ
メ
の
歌
が
、
 一
〇
四
首
程

詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

サ
ク
ラ
の
歌
が
三
十
八
首

で
す
か
ら
、
や
や
多
い
訳
で
 
 入

れ
て
い
き
た
い
。ま
た
、
今

年
は
毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
 

市
の
活
性
化
を
は
か
り
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
津
軽
野
保
育
園
、
 

第
一
、
第
二
さ
つ
き
保
育
園
、
 

五
所
川
原
幼
稚
園
の
園
児
百
十

人
に
よ
る
鼓
笛
隊
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
、
開
会
式
に
花
を
添

え
ま
し
た
。
 

ま
た
、
四
月
二
十
一
日
には
 

「梅
お
と
め
さ
わ
や
か
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
働
く
婦
人
の
家
で
行

わ
れ
、
西
北
五
一
円
か
ら
三
十

二
人
の
女
性
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
梅
ま
つ

り
に
ふ
さ
わ
し
く
文
化
性
を
備

え
た
さ
わ
や
か
な
女
性
を
選
び
、
 

ま
つ
り
に
花
を
添
え
よ
う
と
開
 

す
が
、
そ
れ
は
、
楚
々
と
し

て
、
寒
風
に
向
う
高
潔
な
美

し
さ
が
、
昔
か
ら
、
日
本
の

人
々
の
心
を
打
つ
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
日
本
各
地
の

梅
林
の
花
見
時
を
追
っ
て
み
 
 

か
れ
た
も
の
で
す
。
 

審
査
の
結
果
、
梅
お
と
め
に

は
小
田
桐
康
子
さ
ん

（2
2）
廿柏

村
、
梅
む
す
め
に
は
小
山
優
子

さ
ん
（
2
0）
廿
市内
幾
島
町
、
野

呂
育
子
さ
ん
（2
3）廿
木
造
町
、
 

ま
た
梅
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
に
は
小

野
由
香
理
さ
ん
（2
1）井
市
内
蓮

沼
、
村
上
美
恵
子
さ
ん
（2
3）廿

市
内
若
葉
、
川
浪
淳
さ
ん
（1
8)
 

廿
市
内
藻
川
の
三
人
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
 

会
期
中
に
は
、
俳
句
大
会
、
 

川
柳
大
会
、
短
歌
大
会
、
市
役

所
職
員
互
助
会
茶
華
道
部
に
よ

る
野
点
、
農
産
物
加
工
品
等
の

展
示
即
売
、
さ
わ
や
か
ウ
ォ

ー
 

ク
ラ
リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

ま
す
と
、
静
岡
の
熱
海
梅
林
は

二
月
末
。
奈
良
の
賀
名
生
梅
林

と
月
ケ
瀬
梅
林
は
三
月
上
旬
。
 

茨
城
の
水
戸
に
あ
る
借
楽
週
晦

林
は
三
月
中
旬
。
埼
玉
の
越
生

梅
園
梅
林
は
三
月
下
旬
。
 

当
市
五
所
川
原
の
、
神
山
フ

ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
の
、
紅
梅
は

四
月
上
旬
、
白
梅
は
中
旬
と
、
 

ま
さ
に
、
梅
林
と
し
て
の
“
北

限
）
ま
っ
さ
か
り
、
と
な
り
ま
 

す
ね
。
 

（編
集
子
）
 
 

置
に
よ
り
当
工
場
は
一
貫
生
産

体
制
が
整
い
ま
し
た
」
と
あ
い

さ
つ
、
穴
山
武
八
戸
工
業
高
等

専
門
学
校
長
ら
来
賓
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
は
、
昨
年
六
月

に
完
成
し
た
新
館
内
に
設
置
さ

れ
、
当
面
は
本
社
で
研
修
を
受

け
た
十
五
人
を
配
置
し
①
L
s
 

I
の
設
計

・
開
発②
」
s
I
開

発
関
連
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発

な
ど
を
行
い
、
平
成
七
年
度
ま

で
に
は
百
三
十
人
体
制
と
し
た

い
考
え
で
す
。
 

同
セ
ン
タ
の
設
置
は
、
青

森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
内
の
技
術
高

度
化
・
地
域
経
済
の
発
展
振
興

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
の
開
所
式
に
は
、
同

社
、
親
会
社
の
日
立
製
作
所
、
 

県
、
市
な
ど
の
関
係
者
約
四
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
の
誘
致
企
業
で
あ
る
日
立
東
部
セ
I
I
、
コ
ン
ダ

ク
タ
津
軽
工
場
に
、
本
県
初
の
L
s
工
（
大
規模
集
積
回
路
）
 

の
設
計

・
開
発
を
行
う
「
青
森
L
s
I
開
発
セ
ン
タ
」
が
設

置
さ
れ
四
月
＋
ニ
日
、
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

LS I 開発センタを見学する出席者 

 

式
で
は
山
本
雅
幸
代
表
取
締

役
が
 
「こ
れ
か
ら
の
半
導
体
生

産
は
設
計
・
開発
部
門
の
充
実

が
課
題
で
あ
り
、
ヒ

／
タ
設
 

、
）
 

(第734号)

県
内
の
H

花
ま
つ
り
H

の
ト
入
れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今
か
れ
た
も
の
で
す
。

ッ
プ
を
飾
る
「
第
二
回
ご
し
ょ
年
は
毎
月
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
審
査
の
結
果
、
梅
お
と
め
に

が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
が
四
月
十
市
の
活
性
化
を
は
か
り
た
い
」
は
小
田
桐
康
チ
さ
ん
(詑
)1
柏

三
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
十
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

村
、
梅
む
す
め
に
は
小
山
優
子

七
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
こ
の
後
、
津
軽
野
保
育
園
、
さ
ん
(初
)H
市
内
幾
島
町
、
野

た
。

第

一
、
第
二
さ
つ
き
保
育
園
、
呂
育
子
さ
ん
(お
)1
木
造
町
、

こ
の
梅
ま
つ
り
は
、

(北
限
の
五
所
川
原
幼
稚
園
の
園
児
百
十
ま
た
梅
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
に
は
小

梅
林
、
今
咲
き
誇
る
)
を
テ
l

人
に
よ
る
鼓
笛
隊
コ
ン
サ
ー
ト
野
由
香
理
さ
ん
(幻
)H
市
内
経

マ
に
市
内
神
山
地
区
の
津
軽
フ
が
行
わ
れ
、
開
会
式
に
花
を
添
沼
、

村
上
美
恵
チ
さ
ん
(幻
)H

ラ
ワ
l
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
、
え
ま
し
た
。

市
内
若
葉
、

川
浪
淳
さ
ん
(日
)

北
限
の
梅
林
と

自

然

を

楽

し

ん

ま

た

、

四

月
二
十

一
日
に
は

H
市
内
部
川
の
三
人
が
選
ば
れ

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
昨
「
梅
お
と
め
さ
わ
や
か
コ
ン
テ
ま
し
た
。

年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
も
ス
ト
」
が
働
く
婦
人
の
家
で
行
会
期
中
に
は
、
俳
句
大
会
、

の
で
す
。

わ
れ
、
西
北
五

一
円
か
ら
三
十
川
柳
大
会
、
短
歌
大
会
、
市
役

初
日
の
開
会
式
で
は
、
テ
l

二
人
の
女
性
が
参
加
し
ま
し
た
。

所
職
員
互
助
会
茶
華
道
部
に
よ

プ
カ
ッ
ト
の
後
、
佐
々
木
市
長
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
梅
ま
つ

る
野
点
、
農
産
物
加
工
品
等
の

が
「
梅
ま
つ
り
は
県
内
の
花
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
く
文
化
性
を
備
展
示
即
売
、
き
わ
や
か
ウ
オ
|

つ
り
の
幕
開
け
と
な
る
も
の
で
え
た
さ
わ
や
か
な
女
性
を
選
び
、

ク
ラ
リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
大

す
。
今
後
も
梅
林
整
備
に
力
を
ま

つ
り
に
花
を
添
え
よ
う
と
開
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
o

j
h

九五
三
者
三
品
川
町

4
臨

ま
す
と
、
静
岡
の
熱
海
梅
林
は
一

J
一久
ぷ
て
ぬ

p
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J
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末
。
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の
賀
名
生
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林
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に
川
F
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と
月
ケ
瀬
梅
林
は
一
掃
一
月
上
旬
。
一

~

|

一
口
メ
モ

l

m
明
d
v

茨
城
の
中
小
戸
に
あ
る
借
楽
同
鴇
一

i

e
d
m

林
は
三
月
中
旬
。
埼
玉
の
越
生

ゆ

一
ウ
メ
は
、
中
国
の
原
産
。

す
が
、
そ
れ
は
、
楚
々
と
し
梅
園
梅
林
は
三
月
下
旬
。

ゆ

十
日
本
に
は
、
か
な
り
早
く
か
で
、
寒
風
に
向
う
高
潔
な
美
当
市
五
所
川
原
の
、
神
山

フ
一

向
ら
渡
来
し
、
万
葉
集
に
は
、
し
さ
が
、
普
か
ら
、
日
本
の

ラ
ワ
l
セ
ン
タ
ー

の
、
紅
梅
は

一

日
ウ
メ
の
歌
が
、
一

O
四
首
程
人
々
の
心
を
打

つ
も
の
で
あ
四
月
上
旬
、

白
梅
は
中
旬
と
、
t

一
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

っ

た
か
ら
な
の
で
し

ょ
7
0

ま
さ
に
、
梅
林
と
し
て
の

州北

一

↓

サ
ク
ラ
の
歌
が
三
十

八

首

と

こ

ろ
で
、
日
本
各
地
の
限
H

ま
っ
さ
か
り
、

と
な
り
ま

市

町
で
す
か
ら
、
や
や
多
い
訳
で
梅
林
の
花
見
時
を
追

っ
て
み

す

ね

。

(

編
集
子
)
一

広報ごしょがわら③ 平成3年(1991年)5月1日

置
に
よ
り
当
工
場
は

一
貫
生
産

体
制
が
整
い
ま
し
た
」
と
あ
い

さ
つ
、
穴
山
武
八
戸
工
業
高
等

専
門
学
校
長
ら
来
賓
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
は
、
昨
年
六
月

に
完
成
し
た
新
館
内
に
設
置
さ

れ
、
当
面
は
本
社
で
研
修
を
受

け
た
十
五
人
を
配
置
し
①
L
S

I
の
設
計
・
開
発
②
L
S
I
開

発
関
連
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア
の
開
発

な
ど
を
行
い
、
平
成
七
年
度
ま

で
に
は
百
三
十
人
体
制
と
し
た

い
考
え
で
す
。

同
セ

ン
タ
の
設
置
は
、
青

森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
内
の
技
術
高

度
化

・
地
域
経
済
の
発
展
振
興

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

思
潮

目
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
伽
津
軽
工
場

五
所
川
原
市
の
誘
致
企
業
で
あ
る
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ

ク
タ
津
軽
工
場
に
、
本
県
初
の
し

S
工
(
大
規
模
集
積
回
路
)

の
設
計
・
開
発
を
行
う

「青
森
L
S
工
開
発
セ
ン
タ
」
が
設

置
さ
れ
四
月
十
二
日
、
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の

U
の
問
所
式
に
は
、
同

社
、
親
会
社
の
U
立
製
作
所
、

県
、
市
な
ど
の
関
係
者
約
四
卜

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
で
は
山
本
雅
幸
代
表
取
締

役
が
「
こ
れ
か
ら
の
半
導
体
生

産
は
設
計
・
開
発
部
門
の
充
実

が
諜
題
で
あ
り
、
セ

ン
タ
設

LSI開発センタを見学する出席者

長
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鷺航空機用板金部品メー力 

開 ::;:; 進出決定鷲 
市
三
役
、
市
議
会
議
長
及
び
市
 

ま
し
た
。
 

漆
川
工
業
団
地
に
第
＋
七
番
目
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
航

空
機
用
板
金
部
品
の
プ
レ
ス
成
形
、
E
c
機
械
加
工
及
び
熱

処
理
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
借
行
産
業
閥

（
本社
・
岐
阜
県
可
児

市
、
傍
島
茂
夫
代
表
取
締
役
）
の
進
出
が
決
ま
り
四
月
一
一
十
 

」
一日
、
工
場
立
地
基
本
協
定
の
調
印
が行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
で
当
市
の
誘
致
企
業
は
十
七
社
と
な
り
、
漆
川
工
業

団
地
の
工
場
用
地
十
七
・
ニ
紛
が完
売
と
な
り
ま
し
た
。
 

期
待
の
男
子

型
誘
致

企
業
 

調印後握手を交わす佐々木市長（左）、傍

島代表取締役（中）、藤川県出納長（右） 

春
の
火
災
予
防
運
動
三
日
目

の
四
月
十
日
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
子
供
達
約
百
八
十
人
と
一

日
婦
人
消
防
官
の
三
人
が
、市

内
を
パ
レ
ー
ド
し
て
市
民
に
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
 一
日
婦
人
消
防
官

に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
沢
田
ひ
さ

子
さ
ん

（N
T
T五
所
川
原
支

店
）
、片
山
麻
理
子
さ
ん
（
中
「1
 

デ
パ
ー
ト
）
、工
藤
孝
子
さ
ん
（イ

ト
ー
ョ
ー
カ
ド
ー
マ
ル
キ
）
で
、
 
 

同
パ
レ
ー
ド
で
は
先
頭
に
立
ち

防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
は
、
中
高
層
建
築
物
等

の
火
災
を
想
定
し
た
消
火
、
救

助
訓
練
及
び
消
防
施
設
の
点
検

な
ど
を
行
い
、
市
民
の
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
運
動
期
間
中
に
結
婚

さ
れ
た
八
カ
ッ
プ
ル
に
、
地
域

防
災
協
会
か
ら
消
火
器
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

調
印
式
に
は
、
傍
島
代
表
取

締
役
、
藤
川
直
迫
県
出
納
長
、
 

議
会
企
業
誘
致
農
工
業
推
進
特

別
委
員
長
ら
十
七
人
が出
席
し
 

佐
々
木
市
長
は
「航
空
産
業

の
進
出
は
県
内
で初
め
て
で
あ

り
、
青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

内
の
技
術
高
度
化
に
貢
献
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
、
こ
れ
に
対
し
て
傍

島
代
表
取
締
役
は
「
地
元
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
 

我
が
社
の
発
展
と
と
も
に
、地

域
の
経
済
振
興
に
貢
献
し
た
い
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
社
は
、
昨
年
七
月
に
立
地

協
定
を
取
り
か
わ
し
た
鳥
羽
工

産
閥
の
関
連
企
業
で
あ
り
、
漆

川
工
業
団
地
に
約
一
万
九
千
平

方
M
の
用
地
を
取
得
し
、
平
成

六
年
の
四
月
か
ら
操
業
を
開
始

す
る
予
定
で
、
当
初
は
地
元
採

用
の
従
業
員
二
十
三
人
（
男
性

二
十
人
、
女
性
三
人
）
で
ス
タ
 

ー
ト
し
、
年
間
売
上
高
は
三
億

五
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

ま
た
同
社
で
は
、
こ
の
あ
と

第
二
、
第
三
期
工
事
を
進
め
て

工
場
を
拡
張
、
従
業
員
も
八
十

五
人
ま
で
増
や
し
、
年
間
の
売

上
高
を
十
五
億
と
し
た
い
考
え

で
す
。
 

市民に火災予防を呼びかけるパレード 
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期
待
の
男
子
型
誘
致
企
業

漆
川
工
業
団
地
に
第
十
七
番
目
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
航

空
機
用
板
金
部
品
の
プ
レ
ス
成
形
、
E
C
機
械
加
工
及
び
熱

処
理
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
借
行
産
業
側

(本
社

・
岐
阜
県
可
児

市
、
傍
島
茂
夫
代
表
取
締
役
)
の
進
出
が
決
ま
り
四
月
二
十

三
日
、
工
場
立
地
基
本
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
当
市
の
誘
致
企
業
は
+
七
社
と
な
り
、
漆
川
工
業

団
地
の
工
場
用
地
+
七

・
ニ
お
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

制
印
式
に
は
、
傍
島
代
表
取

締
役
、
藤
川
直
辿
県
出
納
長
、

市
三
役
、
市
議
会
議
長
及
び
市

議
会
企
業
誘
致
農
工
業
推
進
特

別
委
片
長
ら
卜
七
人
が
山
席
し

ま
し
た
。

調印後握手を交わす佐々木市長(左)、傍
島代表取締役(中)、藤川県出納長(右)

佐
々
木
市
長
は
「
航
空
産
業

の
進
出
は
県
内
で
初
め
て
で
あ

り
、
青
森
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

内
の
技
術
高
度
化
に
貢
献
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
、
こ
れ
に
対
し
て
傍

品
代
表
取
締
役
は
「
地
元
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

孜
が
社
の
発
展
と
と
も
に
、
地

域
の
経
済
振
興
に
貢
献
し
た
い
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

同
社
は
、
昨
年
七
月
に
立
地

協
定
を
取
り
か
わ
し
た
鳥
羽
工

淀
川側
の
関
連
企
楽
で
あ
り
、
漆

川
工
業
団
地
に
約

一
万
九
千
平

方
M
の
用
地
を
取
得
し
、
平
成

六
年
の
四
月
か
ら
操
業
を
開
始

す
る
予
定
で
、
当
初
は
地
元
採

用
の
従
業
品
ニ
ト
三
人

(男
性

二
十
人
、
女
性
三
人
)
で
ス
タ

ー
ト
し
、
年
間
売
上
高
は
三
億

五
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
同
社
で
は、

こ
の
あ
と

第
二
、
第
三
期
工
事
を
進
め
て

工
場
を
拡
張
、
従
業
員
も
八
十

五
人
ま
で
増
や
し
、
年
間
の
売

上
高
を
十
五
億
と
し
た
い
考
え

で
す
。

;火-
艇の2
~~]周3
112265 
0' ....・.・ー0'-'・・.・

三;:;努会
~i.4妥~~:g{;~~??;;~~

ド

春
の
火
災
予
防
運
動
三
日
目

の
問
月
ト
円
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
子
供
述
約
百
八
卜
人
と

一

u附
人
消
防
官
の
二一
人
が
、
市

内
を
パ
レ
ー
ド
し
て
市
民
に
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
け
、

一
日
制
人
消
防
官

に
委
嘱
さ
れ
た
の
は
沢
田
ひ
さ

子
さ
ん

(N
T
T
五
所
川
原
支

出
)、
片
山
麻
理
子
さ
ん

(中
三

デ
パ
ー
ト
)、
工
藤
孝
チ
さ
ん
(イ

ト
l
ヨ
l
カ
ド
l
マ
ル
キ
)で
、

同
パ
レ
ー
ド
で
は
先
頭
に
立
ち

防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
は
、
中
高
層
建
築
物
等

の
火
災
を
想
定
し
た
消
火
、
救

助
訓
練
及
び
消
防
施
設
の
点
織

な
ど
を
行
い
、
市
民
の
防
火
意

識
の
高
山
慨
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
却
問
中
に
結
婚

さ
れ
た
八
カ

ッ
プ
ル
に
、
地
域

防
災
協
会
か
ら
消
火
器
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

市民に火災予防を呼びかけるパレード
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手
話
サ
ー
ク
ル

十
周
年
記
念
 

n
"n】
廿“H
"
H【n】
廿
『
廿
廿
廿
廿
】

n
“
【
“
【
】

【
】
廿
”
H
"
H】H
"
H
”
【【n
一
】”
リ
ー
”
 

ー
マ
ソ
ン
グ
 
「夢

を
あ
き
ら
め
な
い

で
」
を
手
話
で
コ
 

ー
ラ
ス
し
て
締
め

く
く
り
、
更
な
る

会
の
発
展
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。
 

（冒
 

費子話ザ・フ)しひま
劇立朋観試 

I 

I  
-I 

手話で講演する小笠原さん 

,
 

ありがとう 
―梅まつり会場の清掃奉仕― 

NTT五所川原支店 

N
T
T五
所

川
原
支
店

（
大

久
保
元
司
支
店

長
）
で
は
四
月

七
日
、
神
山
地

区
の
津
軽
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ

ー
 

の
清
掃
奉
仕
を
 

五
所
川
原
手
話
サ
ー
ク
ル
「ひ

ま
わ
り
」
（一
戸
千
加
子
会
長
、
 

会
員
数
二
十
八
人
）
で
は
四
月
 

“
七
日
、
市
中
央
公
民
館
に
於
て
、
 

関
係
者
約
七
十
人
が
出
席
し
て
、
 

創
立
十
周
年
の
記
念
式
典
を
行

い
ま
し
た
。
 

同
サ
ー
ク
ル
は
、
昭
和
五
十

五
年
六
月
に
会
員
十
五
人
で
誕

生
し
、
こ
れ
ま
で
手
話
講
習
会

の
開
催
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
の
つ

ど
い
、
み
み
の
日
県
民
の
集
い
 

参
加
、
虫
送
り
と
火
ま
つ
り
へ
 

の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、
 一
般
 

市
民
に
対
し
手
話
の
啓
蒙
活
動
 

を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
式
典
に
続
い
て

村
上
勝
蔵
西
北
五
ろ
う
あ
協
会

事
務
局
長
と
小
笠
原
幸
子
同
サ
 

ー
ク
ル
副
会
長
が
手
話
で
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
 

を
楽
し
み
、
最
後
に
参
加
者
全

員
で
、
歩
行
者
天
国
メ
イ
ン
テ
 
 

行
い
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
で
は
十
三
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
 
「第
二
回
ご

し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
」
の
主

会
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、
梅
ま

つ
り
に
訪
れ
る
市
民
に
気
持
ち

よ
く
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
昨

年
か
ら
清
掃
奉
仕
を
行
っ
て
い
 

る
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
 

社
員
と
家
族
ら

約
八
十
人
が
参

加
し
て
約
二
時

間
に
わ
た
り
清

掃
奉
仕
を
行
い
、
 

市
民
に
好
評
を

得
ま
し
た
。
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大

学
校
（
戸
津
一
光
校
長
）
 

で
四
月
八
日
、
平
成
三
年

度
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
 

九
十
三
人

（
う
ち女
性
十

一
人
）
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。
 

式
で
は
戸
津
校
長
が
「目

覚
ま
し
い
技
術
革
新
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
、
二
年
間
 
 

勉
学
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
 
と
式

辞
を
、
ま
た
来
賓
と
し
て
佐
々

木
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
て
新
入
生
代
表
 

去
る
四
月
十
五
日
、
シ
ン
ク

ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
の
第

一
人
者
で
J
o
C
（日
本
ォ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
広
報
担
当

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
の

小
谷
実
可
子
さ
ん
が
市
役
所
を

訪
れ
、
佐
々
木
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
五
所
川
原
青
年

会
議
所
の
招
き
で
、
助
日
本
水

泳
連
盟
シ
ン
ク
ロ
委
員
長
の
中
 
 

の
小
林
裕
和
さ
ん
が
 
「学
業
と

先
端
技
術
の
習
得
に
努
め
ま
す
」
 

と
宣
誓
し
ま
し
た
。
 

野
成
章
さ
ん
と
と
も
に
当
市
を

訪
れ
た
も
の
で
、
講
演
会
の
前

に
佐
々
木
市
長
を
訪
問
し
た
も

の
で
す
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
冬
季
ォ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
た
め
、
広
報

活
動
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
す
る
と
 
「私
に
出
来
る

限
り
の
努
力
を
し
て
、
招
致
を

実
現
し
た
い
」
と
決
意
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。
 

「
」の
後
小
谷

さ
ん
は
、
市
内

の
ホ
テ
ル
で
「私

の
ス
ポ
ー
ッ
人

生
」
と
題
し
た

講
演
を
行
い
、
 

会
場
を
埋
め
た

約
一
二
百人
の
聴

衆
に
感
銘
を
与

え
ま
し
た
。
 

 

新入生を代表して宣誓する小林裕和さん 

 

ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
第

一
歩
）
 

シ
ン
ク
口
の
小
谷
さ
ん
 

佐
々
木
市
長
を
表
敬
訪
問
 

佐々木市長（左）と歓談する小谷さん（中）、 

中野さん（右） 

(第734号)

五
所
川
原
子
話
サ
ー
ク
ル
「
ひ

ま
わ
り
」
(一

戸
千
加
子
会
長
、

会

μ数
二
卜
八
人
)
で
は
川
川

e
七
日
、
市
中
央
公
民
館
に
於
で
、

閲
係
長
約
ヒ
ト
人
が
出
席
し
て
、

創
立
卜
周
年
の
記
念
式
典
を
行

い
ま
し
た
。

同
サ
ー
ク
ル
は
、
昭
和
五
卜

五
年
六
川
に
会
日
卜
五
人
で
誕

生
し
、
こ
れ
ま
で
子
話
講
習
会

の
開
催
、
子
話
コ
ー
ラ
ス
の
つ

ど
い
、
み
み
の
口
県
民
の
集
い

i
!
1
1
1
1
1
-
-
e
l
i
l
i
-
-

1

1

1

I

l

l

i

-

-

I

l

l
i
--
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4
r

吋

，t
h
 

，
ぱ
1

参
加
、
虫
送
り
と
火
ま
つ
り
へ

の
参
加
な
ど
を
通
し
て
、

一
般

市
民
に
対
し
子
話
の
一
門
家
活
動

を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
式
典
に
続
い
で

村
上
勝
蔵
間
北
丘
ろ
う
あ
協
会

予
務
局
長
と
小
笠
原
幸
子
同
サ

ー
ク
ル
副
会
長
が
手
話
で
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

を
楽
し
み
、
最
後
に
参
加
省
全

μで
、
歩
行
者
天
国
メ
イ
ン
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
「
少

を
あ
き
ら
め
な
い

で
」
を
予
話
で
コ

ー
ラ
ス
し
て
締
め

く
く
り
、
更
な
る

会
の
発
展
を
笠
い

合
い
ま
し
た
。

守

ありがとう
-梅まつり会場の清掃奉仕一

NTT五所川原支庖

N
T
T
五
所

川
原
支
出

(大

久
保
A
司
支
同

長
)
で
は
四
月

七
U
、
神
山
地

区
の
津
軽
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
消
掃
奉
仕
を

行
い
ま
し
た
。

同
セ

ン
タ
ー
で
は
卜
A

3

一日
か

ら
二
十
九
日
ま
で

「第
二
川
ご

し
ょ
が
わ
ら
梅
ま

つ
り
」
の
主

会
場
と
な
る
こ
と
か
ら
、
梅
ま

つ
り
に
訪
れ
る
市
民
に
気
持
ち

よ
く
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
昨

年
か
ら
消
掃
奉
仕
を
行

っ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の

U
は、

社

H
と
家
族
ら

約
八
卜
人
が
参

加
し
て
約
一

一時

間
に
わ
た
り
消

掃
奉
仕
を
行
い
、

市
民
に
好
評
を

得
ま
し
た
。

H

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
第
一
歩
H

新入生を代表して宣誓する小林裕和さん

包け
森
職
業
訓
練
短
期
大

学
校

(戸
津

一
光
校
長
)

で
問
川
八
日
、
平
成
二
一年

度
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、

九
卜
三
人

(う
ち
女
性
卜

一
人
)
が
エ
ン
ジ
ニ

ア
と

し
て
第

一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

式
で
は
戸
津
校
長
が
「
目

覚
ま
し
い
技
術
革
新
に
遅

れ
る
こ
と
な
く
、

二
年
間

こ
の
後
小
谷

さ
ん
は
、
市
内

の
ホ
テ
ル
で
コ
私

の
ス
ポ
ー
ツ
人

生
」
と
聞
出
し
た

講
演
を
行
い
、

会
場
を
埋
め
た

約
三
百
人
の
聴

衆
に
感
銘
を
与

え
ま
し
た
。

勉
学
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
式

辞
を
、
ま
た
来
賓
と
し
て
佐
々

木
市
長
が
祝
砕
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
新
入
生
代
表

シ
ン
ク
ロ
の
小
山
〈
口
さ
ん

佐
々
木
市
長
を
表
敬
訪
問

の
小
林
裕
和
さ
ん
が
「
学
業
と

先
端
技
術
の
習
得
に
努
め
ま
す
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

去
る
川
川
卜
五
日
、
シ
ン
ク

ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
の
第

一
人
省
で

J
O
C
(日
本
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
以
会
)
広
報
担
中I

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
!
ス
タ
y
フ
の

小
谷
実
可
子
さ
ん
が
市
役
所
を

訪
れ
、
佐
々
木
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
五
所
川
原
青
年

会
議
所
の
招
き
で
、
山
側
H
本ル小

一体
辿
盟
シ
ン
ク
ロ
委
u
H
長
の
中

肝
成
立
い
さ
ん
と
と
も
に
当
市
を

訪
れ
た
も
の
で
、
講
演
会
の
前

に
佐
々
木
市
長
を
訪
問
し
た
も

の
で
す
。

佐
々
木
市
長
は
「
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
た
め
、
広
報

活
動
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
す
る
と
「
私
に
出
来
る

限
り
の
努
力
を
し
て
、
招
致
を

実
現
し
た
い
」
と
決
な
を
語

っ

て
い
ま
し
た
。

佐々木市長(左)と歓談する小谷さん(中)、

中野さん(右)



レ期日 5 月19日（日） 

ン会場 飯詰味口曾ケ沢野鳥の村（家） 

レ講師 日本野鳥の会々員、津軽植物の会々員 

レ参加料 無半ト（ただし、バス利用者はバス代 

として600円） 

レ主催 教育委員会 

レ申し込み 5 月10日までに教育委員会社会教 

育課（内線248番） 

レそのf也 

1, 市民文化会館から午前 9 時にバスが出ます。 

2 ，直接会場へ集合される方は、午前 9 時30分 

までに集合してください。 

3 ．昼食、筆記用具、長靴をご持参ください。 

4‘雨天の場合は野鳥の家で実施します。 

5 ．観察種目一野鳥・野草（どちらか一方） 

6. 才三コ,申し込みの際 「バス利用の有無」 と 「観 

察種目」 を J三f知らせください。 

※ 「野鳥の家」 は、 9 月30日まで開放しますの 

で、学校、団体、家族等で自然観察、 レク‘) 
エーシ ョンの場にご利用ください。 

農業青年海外派遣研修生 落 

市で1よ、「農業構造改善高齢者・若者活性化推 

進事業」 の一環として農業青年海外派遣研修を 

実施することとなり、研修生を募集します。 

レ研修期間及び訪間先 

〇ョ ロッパー10月初旬～下旬（17日間） 

〇アメ リカー10月初旬～下旬（17日間） 

〇ニュージーラン ドー平成 4 年1月下旬～ 2 
月上旬（16日間） 

レ募集人員 4 名 

レ募集期間 5 月15日まてる 

レ応募資格 市内在住の概ね40歳」』I下の農業青 

年及び就農業予定者 

レ申し込み・間い合わせ 

H孫郵斉音β農材暗果（内線216 番） 

一五所川原害焦会舞貞マ）り一 
未経験者も大歓返に〒す。 

レ練習日 毎週火曜日午後 7 後～ 9 日寺 

レ場所 中央公民館 

レ連絡先 小田桐勝三郎（h⑩4814番） 

平成 3 年（1991年）5 月 1日 
	

広報こしょがわら 
	

（第734号）⑥ 

誓平成 3年度裏“書事『夢 ,曽『 - 三苫 f 

・計量器（はかり）の定期検査 

計量法の規定に基づき、商店、農業経」菖「者な

どで計量器を使用している方は、年1回の定期

検査を必ず受けなければなりません。 

レ注意事項 

1．検査当日は、通知書（はがき）、印かん、検

査米斗（種類によって異なる） をご持参くださ 

、0 

2 ．検査を受けない計量器は使用することがで 

きません。 

3 ．通知書（はがき）記載の期日に検査を受け 

られます。 

~ 4, 期間中に検査を受けないと県計量検定所（〒 

' 

	

	030-1 青森ili大字八ツ役芦谷202-4 TEL 
0173-39-8555）でト受検しなければなりませ

ん。 

期 日 時 	間 場 	 所 

5 月20日 10:00~ 12:00 長富、毘沙門コミュニテイセンター 

ク 13:OO-14:30 コ ミ コ一ニテイ センター飯詰 

5 月21日 10: 30-15 :00 五所川原市農業協同組合三好支所 

5 月22日 10:00-11:30 コ ミ ュニテイ センター中川 

ク 13:00-15:00 津軽中央農業協同組合吹畑支所 

5 月23日 io:oo~ii :30 五所川原市農業協同組合栄支所 

ク 13:00-14:00 梅沢コ ミ ュニテイ センター 

5 月24日 io:oo~ii :30 コ ミ コ ニテイ センター長橋 

ク 13:00~ 14:00 五所川原市役所七和支所 

5 月27日 10:00-15:0o 中 	央 	集 	会 	所 

5 月28日 10 】 00~ 15:00 ク 

5 月29日 10: 00--is : 00 五所川原市民文化会館 

5 月30日 10 】 00~ 15:00 ク 

二恒例朝市開設！ 
業I漁羊な野菜、魚貝類を市価より安く」是供しま 

す。 

レ開設期問 5 月15日（水）~11月30日（土） 

レ開設時間 午前 4 後～午前 7 時 

レ開設場所 市庁舎前お祭広場 

レ出店希望者 「朝市の会」 村本廿35-8786 まてネ 

r 

平成 3年(1991年)5月111 広報ごしょがわら (第734号)@

x平成~:;年度;幻 λ 臼ポ
や計量器>Nまかりうの定期検査ぉ
，11'祉法の胤 定に)，基づき 、尚!占、品業経営省な

どで，tl.j孟総を使用している )jは、年 1j_lJ.lの定期!

被査を必ず受けなければなりません。

c>注意事項

1 .柿査当 1-1は、通知1;1< (はがき)、印かん、 峨

査料(種類によって異なる)をご時 参くださ

2 . 検査を受けない ，~ I也上器は使用す ることがで

きません。

3 . j邑矢口書 (はが‘き)

られます。

記載のJ+)J日に険査を受け

4 . WJIliJ中に検査を受けないと!r.，[.，niJ:，f:食定所(〒
030-1 占森市大字八ツ役戸谷202-4 T E L 

0173-39-8555) で受中食しなければなりませ

ん。

期日 H寺 1m 場 所

5月20日 lO:00-12:00 長E言、A沙門コミュニティセンター

" 13:00-14 :30 コミュニテ ィセンタ ー飯詰

5月21日 10: 30-15: 0。五所川原市農業協同組合三好支所
5 H22日 10:00-11 :30 コミュニティセンター 中川

" 13: 00-15: 0。津軽中央農業協同組合吹畑支所
5月23日 10:00-11 :30 五所川原市農業協同組合栄支所

" 13:00-14:00 梅 沢コミュニティセンター

5月24U 10:00-11 :30 コミュニティセンター長級

~ 13:00-14:00 五所川原市役所七平[1支所

5 J J27円 10: 00-15: 0。中 央 集 ぷE〉、 jifi 

5月28日 10: 00-15: 00 " 

5月291::l 10目00-15:00五所川原市民文化会館

5月30日 10:00-15:0。 " 

む主恒例:朝市開設l3::;:::.:
新鮮な里子菜、魚只却をrti側 より安く提供 しま
す。

c>開設期間 5月15日(ノド)-lH-J301::l(土)

c>開設時間 午 前 4後 ~午 前 7時

c>開設場所 市庁舎前お祭広場

c>出l吉希望者 「朝 市の会」 村 本宮 35-8786まで

家..野鳥の村裁??プLFF5m
:ぉ:叫.:::.:~.'.:宅市~民省 、然観察.会 。

c>期日 5 ) Jl911 (11) 

c>会場 飯 J削除噌ヶ沢賢烏の村(家)

c>講師 日本里子烏の会々μ、津軽植物の会々H
c>参加料 無料 (ただし、パス利用書はパス代

として600円)

c>主催 教育委μ会

c>申し込み 5 ) J 10日までに教育委以会社会教

育課(内線248番)

c>その他

1 .市民文化 会館から午前引l寺にパスが出ます。

2.直接会場へ集合される方は、午前 9時30分

までに集合してくださしミ。

3. 昼食、筆記灯]共、長靴をご持参くださし」

4. 雨天の場合は里子fるの家で実施します。

5.観察極"一野鳥 ・野草 (どちらか一方)

6. お申し込みの際「ノfス利用の有無」と「飢

察極11J をお矢11らせくださしミ。

※「盟f烏 の家」は、 9) J 30 11までIJ}.J放 しますの

で、下校、 I~jl体、 家族等で円然観察、レクリ

ェーションの土易にご利用 ください。

農末同特J再汁胤

市では、「成業構造改善 !日齢省 ・若身柄性化推

進 'J"C業」の一環として農業青年海外派遣研修を

実施 することとなり 、研修生を募集します。

じ〉研修期間及び訪問先

0 ヨーロッパ-10)]初旬~ 下旬(17日IHJ)

O アメリカ -10F:l初旬~ 下旬 (17日1m)

0ニュージーラン ド 平成 4年 1月下旬- 2

月上旬(16日間)

c>募集人員 4名

c>募集期間 5 }二]1511まで

c>応募資格 ，Ji内在住の概ね40ぷ以 下の品業庁

{I三及び就品業予定 お

じ〉申し込み・問い合わせ

市経済予fii農林諜(内線216番)

明五所川原署生会簿:砲し
未経験t雪も大歓迎です。

c>練習日 毎週火叫IJ午後 7後 - 9時

c>場所 中央公民館

c>連絡先小凹桐勝三郎 (n⑮4814話)
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騒舞妻麟驚難舞鷺 
レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

勤労青少年（15歳～30歳までの人） 

ン受講料 無酬斗 

）期問 前期 5 月21日～ 7 月26日 

レ受講時間 午後 6 時30分～ 8時30分 

レ申し込み締切 5 月15日（水）まて各 

レ申し込み先 勤労青少年ホーム（胃⑩3602番） 

募集内容 

曜日 教 室 名 定員 回数 内 	容 

火
  

料 	理 15 10 
手作り料理でご家族だ
んらん 

陶 	芸 15 12 ご自分で湯呑み茶わん
や、花瓶など 

茶 	道 15 10 
お茶の基本（裏千家） 
あなたに優雅さを 

は が き 絵 15 10 季節の草花を絵筆にた
くして 

水 社交ダンス 15 10 優しく、楽しい触れ合
いのひと時を 

木
  

ボールペン字 15 10 
実用ボールペン字で、 
お便りを 

生 	け 	花 15 10 ご家庭にお勤めにあな
たの優しさを 

着 	付 15 10 着こなしと女らしさの
ポイント 

金
  

組 	ひ 	も 15 10 各種初歩から完成まで
を親切に 

手 	芸 15 10 可愛い小物入れほか 

プサ全国ー斉二占ーン苫“一． 	J承 

。 	ウ・4-.',“「 -「 .クラIナ三 云

知的スポーツです 

エンジョイするハート・大t)］に．ノ 

これは、主催者から渡されたコース図に従っ 

て一、 4 - 6 kmを 2-2時間半以内に歩き、ポイ 

ントを廻ってゴールをめざすもので、年齢に関 

係なくどなたでも参加できます。（おとしよりベコ 

幼児向けの短かいコースもありますJ 

レ日時 5 月19日（日）9: 00集合 10 : 00スタート 

レ場所 市役所前お祭り広場 

レチーム編成 1チーム 3-5人 

D参加費 1チーム 500円（ 2 名以下の場合は 

1人 200円）一参加賞ありー 

＞携行品 気軽に歩ける服装、昼食 

レ締切日 5 月15日 （当日申し込み可） 

レ申し込み及び間い合わせ先 

菊地久子さん（市内八重菊20の35＝⑨5735番） 

※大会当日、雨天決行、荒天時中止 

主催 財）日本レク I) エーション協会 

西北五レクリエーション協会 

麟鷹魚なの教室学警轟麟 

今、何かを始めてみませんカ 

レ期間 5 月末～12月ごろ 

レ内容 健康、豊かな人生、 レクリエーション、 

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学 

習します。 

レ受講料 無料（ただし、実費は必要です） 

レ申し込み方法 ハガキに希望教室名、イ主所、 

氏名、年齢、」生別、電話番号を記入のうえ、 

お申し込みください。（希望教室は一人で一教 

室です） 

レ申し込み締切 5 月15日 （各教室とも先着順 

で定員になり次第締め切りとなります） 

※お申し込みやお問い合わせは、市中央公民館 ~ 

（市内鎌谷町117-7 廿（冨）6056番）へどうぞ。 ’ 

募集内容 

教室名 曜日 時 	間 定員 講 師 名 

茶 	道 水 α
 
0
1
 
0
2
 

 

一
 
・
 
・
 

午
前
 

0
 
0
 

 

20 
裏千家 
浜田 宗近先生 

生 	花 木 
10: 00- 

12 : 00 20 
遠州流 
渋谷 とく先生 

生 	花 水 
10: 00- 

12 : 00 15 
小原流 
鰐田 和子先生 

料 	理 木 
10: 00- 

12 : 00 30 山本 	淳先生 

洋 	裁 土 10: 00- 
12 : 00 

何名
でも 

野呂三枝子先生 

着 	付・ 金 
10 : 00- 

12 : 00 30 鶴谷公美子先生 

ち ぎ り 絵 木 
10: 00- 

12 : 00 20 神 貴美子先生 

書 	道 水 
10: 00- 

12 : 00 25 
東奥書道 
時田 智子先生 

ス ポ ー ッ 火 
10 : 00- 

12 : 00 60 藤田 妙子先生 

藤 手 芸 火 
10 : 00- 

12 : 00 20 藤森 せっ先生 

日 本 舞 踊 月 

■
 

．
 
 1
 
0
 
0

1
 
0
2
 

 

一
 
・
 
・
 

 0
 
0
 

 

何名
でも 藤間 綾彩先生 

一
 

 凡キ
 
”
ル
 

 

。J
 
.
 
,
 

 
31
 
0

l
I
 
 

一
 
・
 
・
 

コ
v
 

0
  

木 20 三上 久子先生 

平成3年度学校体育施設開放 

市ぐは、上也上或ft民の Il常生話におけるスホー 

ツ活動の場として学校体育施設を開放し、生涯 

スポーツの普及、振興をはかることとしていま 

す。 

）開放校 

五一中体育館（毎週水・金曜日） 

五三中体育館（毎週水曜日） 

五小体育館（毎週月・水曜日） 

レ期間 平成 4 年 2 月29日仕）まてる 

レ開放時間 午後 6日寺～ 9 日寺 

レ申し込み 利用については 5 名以上のグルー 

プ、団体、 クラブ等の単位で、教育委員会社 

会教育課（内線250番）へ。 

, 

今、 fnJかを始めてみませんか..，

b期間 5月末-12月ごろ

じ〉内容 健康、虫かな人生、レ クリェーション、

発表会など先生をお迎えして楽しみながら学

胃します。

l>受講料 無料(ただし、実質は必要です)

l>申し込み方法 ハガキに希望教室名、住所、

氏名、年齢、性別、電話番号を記入のうえ、

お，，-，し込みください。(希望教室はー人で一教

室です)

l>申し込み締切 5月15日(各教室とも光石川阪

で定1-1になり次第締め切り となります)
※ t~. rllし込みやおr.iJい合わせは、市中央公民館

(市内鎌谷町117-7宮⑮6056番)へどうぞ。

募集内容

:~{ 子J成3年度学校体事施設開放 :慢
市では、地域H.JJ己の日常生活におけるスポー

ツ活動の場として学校体育施設を開放し、生涯

スポーツの汗及、:thえ興Zをはか ることとしていま

す。

l>開放校

Ii -中体育館 (毎週水・金IlMIゴ)

Ji二三中体育館(匂週/J'(H~fi 口)

丘小体育館(毎週月・水曜U)

l>期間 平成 4年 2月29日(1:)まで

じ〉開放時間 午後 611、子- 9時

l>申し込み 本IJ件lについでは 5名以上の グルー

プ、団体、クラフで手の単位で、教育委員会社

会教育課(内線250番)へ。

教室名 Itltl LI IlII 定H J昨r，iIi名

J15 道 水 午がj1 0 0 0 ー 20 
誕千家

12: 00 iJ~旧宗近先生

イE 木 10: 00- 20 
述州ilri

12: 00 渋谷 とく先生

生 イE 7Jて 10: 00- 15 
'J、U;t?広

12: 00 鰐凹利子先生

帯十 E型 本
10: 00 30 1Iド本 ~~~先生12: 00 

it i主 上
10: 00-

何で名も 里子呂三枝子先生12: 00 

lJ f J句 金 10: 00- 30 鶴谷公美 子先生12: 00 

ちぎり車会 木
10: 00 20 事l' 1'.t美子先生12: 00 

J.1-t ' 道 ノk 10: 00- 25 
*奥.!~道

12: 00 時間利子先生

スホーツ 火
10: 00- 60 d長凹妙 f先生12: 00 

産車 子 3ー~ 火
10 : 00 20 藤森せっ先生12: 00 

11本舞踊 )J 10: 00- 何で名も 藤間緩彩先生12: 00 
ハッチワーク

本
9: 30 20 二上久チ先生キ jレ 卜 11 : 30 
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(ft⑪3602醤)

h に全国 ."，斉ソ山ヤ，' .::~.:: ;.' よ停止
、渋川ヴザーゥヲィi);::;;;、大会 主r.:

知的スポーツです

エンジョイするハート・大切に /

これは、主催者ーから渡されたコース凶に従っ

て、 4- 6 kmを 2- 2時間半以内に歩き、ポイ

ン トを廻ってゴールをめざすもので、年齢に関

係なくどなたでも参加できます。(おとしよりや

幼児向けの短かいコースもあります。)

l>日時 5月191::J(fl)9:00集合 10:00スタ ー ト

l>場所市役所前お祭り広場

l>チーム編成 1チーム 3- 5人

じ〉参加費 1チーム 500円 (2名以下の場合は

1人 200円)ー参加賞あり ー

l>携行品 気軽に歩ける服装、住食

l>締切日 5月15日(当日中し込み可)

l>申し込み及び問い合わせ先

菊地久チさん(市内八重菊20の35ft⑪5735番)

※大会当日、雨天決行、荒天時中止

主催鮒)日本レク リェーション 協会

西北五レクリェー ション協会

?にやふらしと-趣味!の教室z仏
や~:.' .: ， 'ら〈匂 '.:.'~.' ......;.. " ぜ ι ・ 1 ・A

'，:'.n'，・e・，':;:'::;'，・:ぉ~。ト、ふ:・斗 勤労青少年六ホ.'~~:::: .::ムr~t::;..

l>受講資格 市内に住所または勤務先を有す る

勤労青少年(15歳 -30歳までの人)

l>受講料無料

l>期間前期 5月21日- 7月26日

じ〉受講時間 午後 6時30分 - 811年30分

l>申し込み締切 5月15日(;j()まで

l>申し込み先 勤労青少年ホーム

募集内容
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高齢者の生涯学習及び社会参加活動ー 

レ期日 6 月から12月 （月平均10時間） 

D場所 市中央公民館 

レ募集人員・55歳以上40名 

レ締切 5 月25日まて各 

レ申し込み・問い合わせ先 

教育委員会社会教育課（内線250番） 

一．籍聾難驚繊蔭鐘鍵婆， 
雄・×毒魯マ・鍛く二づ驚，：く・鵬・え碑郵‘】一,無，‘・溝鳶‘．’・ま尊＜・一脅お・×無．I×書 

平成 3 年（1991年）5 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第734号）⑧ 

市民弓道教室開設 
美しくなりたい方、 スマー トになりたい方、 

健康になりたい方、弓道をやってみませんか。 

ただいま、今年度前期の弓道教室を開催して 

おります。 いつでもお気軽にお出で下さい。 

レ期間 4 月16日から 6 月25日まてる 

レ日寺間 毎週火・土曜日午後 7 日寺から 9日寺まてる 

レ場所 三道会館弓道場（市役所隣） 

レ間い合わせ 市内新町 ナ I) タ印店 

(n⑩1083) 

レ主催 五所川原弓道会 

レ後援 五戸斤川原市教育委員会 

毒八幡平、田沢湖、角館ぐ阿仁異大館め〈り 

青森県歴史の道整備i足進協議会では、「八幡平、 

田沢湖、角館、阿仁異人館めぐり」 参加者を募

集しています。 

ン日時 5 月19日（日） 

レコース 五所川原中三前発 6 : 00～鶴田～板

柳～藤崎～八幡平～玉川温泉～玉川ダム～田

沢湖（昼食） ～辰子姫～角館武家屋敷～伝承

館～阿仁異人館～藤崎～五所川原中三前着20 
'I 	15 

レ集合時間・場所 五所川原中三前午前 6 時 

レ会費 6,900円（昼食、見学料込み） 

レ申込み 青森市松森字佃175 青森県歴史の道 

整備促進協議会事務局（廿O177-42- 1064) 

ン申込み締切 5 月17日（劃 

レ申込み受付時間 午前 8 時30分～午後 4 日寺 

（日曜日、祝日を除く） 

,こシルバー人材センタ＝て三いン”二い”＝、1ママ、 A 二 

会員資格の更新及び新会員募集 

現在、 ンルバー人材センター会員として登録

されている方は、 3 月31日で会員としての資格

がなくなりました。 弓Iき続き更新を希望される

方は、年会費1,000円と写真、通帳（郵便局）を

添えて事務局までおいでください。 

なお、同時に新入会員も募集しています。 詳

しいことは、事務局（"（⑩8844番り へどうぞ。 

覇北辰大学難蕪灘難縛“盤露覇・ 
散；「‘ JH平成3年度受講者募集r 竜 

市では、 6 月’から開講する北辰大学（高齢者

教室）の受講者募集を単位老人クラブを対象に

行っています。 また、 クラブ員以外の受講者も

募集しています。 

）資格 市内に在イ主する60歳以上の健康でら重学

て〒きる方 

レ募集人員 25人（定員になり次第締切） 

レ締切 5 月10日（金） 

レ申し込み、間い合わせ 市教育委員会社会教

育課北辰大学係（内線250番） 

平成3年度・騒葦繊申麟麟麟舞”護4 
県あすなろ尚学院生募集z" 

レ期間 .5 月15日～平成 4 年 3 月25日まて下 

毎週水曜日午後 7 時～ 9 時 

レ場所 市中央公民館 

レ受講料 無料 

レ締切 5 月14日吹）まてる 

レ申し込み先 教育委員会社会教育課 

（内線250番） 

纏験惑麟
I7 膏 4fr> 

レ対象 バレーボールの好きな家庭婦人であれ 

ば、どなたで’も歓迎 

レ日時 毎週木曜日午後 7 時～ 9 時 

レ場所 五一中体育館 

レ連絡先 佐々木和子（=（③ 5)0343番ー午後 6日寺 

以後） または五一中体育館まで’おいでくださ 

し、o 

レ主催 

レi麦援 

平成3年(1991年)5月1日 広報ごしょがわら (第734号)⑥

領RJ受講教事聞読;
美しくなりたい方、スマートになりたい方、

健康になりたい方、弓道をやってみませんか。

ただいま、今年度前期の弓道教室を開催して

おります。いつでもお気軽にお出で下さい。

t>期間 4月16日から 6月25日まで

t>時間 毎週火 ・土曜日午後 7時から 9時まで

t>場所 三道会館弓道場(市役所隣)

t>問い合わせ市内新町 ナリタ印庖

(宮⑮ 1083)

t>主催 五所川原弓道会

t>後援 五所川原市教育委員会

14k幡系間決株;角低:阿1~栗本館、佐~:;;~):?
青森県歴史の道整備促進協議会では、「八l幡平、

山沢湖、角館、 sI1J仁呉人館めぐり」参/111字?を採

集しています。

t>日日寺 5月191:::1(11) 

t>コース 五所川原中 ミ前発 6:00-鶴川~板

柳~藤 Ih，甘~八申請すIZ.- E.川沿泉- UIIダム-ILI

沢湖1(性食) 一極付12~角館武家l-t~赦- (~JjÍ(

館:- ß~J仁 y~ 人f(f(-J[渠Ih;¥j-Ii.所川原，'， ~ liij -i守20

15 

b集合時間・場所 li所川原中 三lIIi午前 611、F

P会費 6，900円 (昼食、比学料込み)

t>申込み 青森市松森字佃175 占森県歴史の道

盤備促進協議会事務局(宮0177-42-1064)

t>申込み締切 5月1711(鉛

t>申込み受付時間 午前 8時30分~午後 4日、子

(日限 [1、祝日を除く)

れ。シ 1レJ・5~，人材。セ 2そうZ了.':'.~'..'， ......ゾ
三三会員資格の更新及、び新委員募集、〈日

現在、シルバ一人材センタ一会凸として登録

されている方は、 3月311::1で会員としての資格

がなくなりました。 引き続 き更新を希望さ れ る

方は、年会費1，000円と写真、通帳(郵便局)を

添えて事務局までおいでください。

なお、同時に新人会員も募集しています。詳

しいことは、事務局 (ft⑪8844醤)へどうぞ。

ぶ;北辰夫学鈴木議:いて1¥♂玖・
{~.:::コ平成3年度、受講者募集 句

市では、 6月から開講する北辰大学(高齢者

教室)の受講者募集を単住老人クラブを対象に

行 って います。 また、クラブ員以外の受講者も

募集しています。

t>資格 市内に在住する60蔵以上の健康で通学

できる方

t>募集人員 25人(定員になり次第締切)

t>締切 5月10日(鎚

t>申し込み、問い合わせ 市教育委員会社会教

育課北1長大学係(内線250番)

平成3年度=ιぷ七Jぷム?タf九4治ふ予〆パ九
J泊:-:-.，'山県、ああああ、すなろぢ:尚:尚学院生募集υ

一日齢者の生涯学習及び社会参加活動-

b期日 6月から12月(月平均10時間)

t>場所 市中央公民館

t>募集人員 .55歳以上40名

t>締切 5 J J 251::1まで

t>申し込み・問い合わせ先

教育委q会社会教育諜(内線250醤)

? 全i~，:t:~、:百蔵Jlv由l講湖:&<: 芯寸r.~:<~弘山!蹴グ\"子l夕、属。議:自主再滋;
-総..主主.:::-~~~合

t>期間 5 J]15日~、!と成 4年 3汁25日まで

11壬迎/l'cllN11午後 7lI~f- 9時

t>場所 "i '-1'央公以館
じ〉受講料無料

t>締切 5 Jl14 U (火)まで

じ〉 申し込み先 教育委L1会社会教育課

(内線250醤)

終 LぷtレJ想Tττττ17<示;ボボ寸対乙¥)ルレ部員募集持'，:，:.:.:~::~.戸刊宇科令がe 
泌心勺滋.~，ヘ::>:~総:トネ草泌草，九均:
他 川νJ 抽 ι叫企一一、五戸所所斤斤'J川|川|原ヤ、?シクデ..:二午;ιιや紳什.，.一

t>対象 ノ〈レーボールの好きな家庭財人であれ

ば、どなたでも歓迎2

t>日時 毎週木昭口午後 7時- 9時

t>場所五一中体育館

t>連絡先 佐々木利子(宮⑮ 0343番 ー午後 6時

以後)または五一 中体育館までおいでくださ

L、。



市役所 公35-2111 
一一一どノ ．  .. 

~ 

鳶鳥の収集叡難難こ舞

まうに実施します 

ちびっこ 

あつまれこ 

ミ二二．SL カ 

やってくる。 

レ日時 5 月 5 日 

一こどもの日― 

『
I
I
 

レ公開地点 

〇普通商業地区

〇併用住宅地区

〇普通住宅地区 

〇村落住宅地区 

⑨平成 3 年（1991年）5 月 1日 
	

広報ごしょがわら 	 （第734号） 

議雫栄道の供用開婚鷲 
）区域 4 月 1日より、中平井町、上平井町、 

新町、鎌谷町、田町、栄町、湊字千鳥（一部） 

5 月1日より、幾島町、湊字千鳥（一部） 

レ受益者負担金 供用開始区域の土地所有者 

（権利者） 1m 当り350円の割合で味内めて項き

ます。 

レ水洗化 供用開始区域の方で、 3 年以内に水

洗化に改造する家庭に限り、 くみ取り口ーケ

所に対し、30万円を限度額として、融資あっ

旋をいたします0 無利子で、30万円を60回で

返済して頂くものです。 

レ使用料金 平成3年 4 月1日より、水道料金の

改定により、下水道の使用半I金も改定されます。 

⑥下水道施設使用料金計算例（水道料金2,255円の場合） 

2.255円×帯（消費税抜き料金）一2. 189円（円未満切捨） 
⑧2, 189円×0.65(65'fーセント） 	一1,420円（10円未満切捨） 

⑧1,420円×0.03（消費税 3 パーセント）一 42円（円未満切捨） 

計 	④ 十 ⑧ 	=1, 462円 

（下水道施設使用料金は、1,462円となりますJ 

レ間い合せ 下水道課（内線236) 

五能線全線開通 

午前10時～午後 4 日寺 

レ場所 五所川原駅隣り （交番の後） （交番の後） 

レ内容 〇ミニSL運転D51 (告スケール） 

〇出店 〇ぬいぐるみ 〇HOゲージ展示と 

運転 

>間い合せ JR五能線営業所（廿（③5)5896) 

平成3年度 

固定資産の基準地等の公開’ま 

レ公開地点 	 ld当り（円） 

つ普通商業地区 大町25-1付近 	233,200 

つ併用イ主宅地区 栄田丁43-9付近 	37,700 

つ普通住宅地区 新宮町1-19付近 	11,800 

ーツ谷13-16付一近 	16,100 

みどり町4丁目6付近 8,700 

0村落住宅地区 高瀬字一本柳126-7付近 2,800 

1黍川字玉椿57-1付近 2,900 

長富字鎧石254-1イ寸近 2,400 

神山字山越6-1 	2,600 

持子沢字笠野前269-1付近 2,500 

レ問し、合せ 税務課（内線201) 

月 	日 収 集 区 域 申告締切 

5 月14日 旧町内、湊、湊団地 5 月10日 

5 月17日 
若葉、松島町（吹畑含む）、 
みどり町 

5 月15日 

5 月21日 
七和、梅沢、長橋、栄、松
島 

5 月18日 

5 月28.日 
飯詰、毘沙門、三好、中川 
（桃崎） 

5 月23日 

ン出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 

ベッ ト、 タンス、 イス、 テーブル、 タタ ミ、 

ジコーータン、才九、空ドラム缶、 自転車、石油

ス トーフ中、 スノーダンフP 

レ出せない物 リヤカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タイ・ヤ 

レ申告は内線269番保健環境課まで。 

）粗大ゴミには名札をつけてください（ない物1 

については、収集いたしません）。 

レ各家庭からの粗大ゴミは 3 個までとします。 

レ朝8 時30分までト出して下さい。 

民生委員児童委員活動強化週間 、 

5月12日～5月18日 

ン 5 月12日は、民生委員の日でトす。 

日常生活の中の、いろいろな心配事に

対し、地域の民生委員は、常時、 いっ

でも、皆さんの相談にJ応じています。 

（秘密は厳守、無料です。） 

, 

, 

(第734号)
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¥よ固定資産:の基準地等の公開銀

広報ごしょがわら⑨平成3年(1991年)5月 1日

1m'当り(円)

233，200 

37，700 

11.800 

16，100 

8，700 

2.800 

2.900 

2.400 

2，600 

2.500 

大町25-1付近

栄町43-9付ー近

新宮町1-19付近

ーツ谷13-16付近

みどり町4丁目6付近

高瀬字一本柳126-7付近

漆川字玉格57-1付近

長宮字鎧石254-1付近

神山字山越6-1

持 hJt字笠野前269-1付近

干兇I若諜 (内高泉201)

c>公開地点

O luf通商業地区

0 併用住宅地区

0詳述住宅地 区

予三下水道の供田開始キ 0中れ答it:'"主上也1)王

じ〉問い合せ

相本i司!?ミの収集:を(法 :~:::t、♂ふ小ι守h行ι〈も，
?汁:寸占ぷ4ぷ♂三三:次 3め-注まままよ£ど目，う冶"にご実施じままJすす3誌2 

円 日 収集 区域 申告締tlJ

5月14日 旧町内、 j奏、 i奏111地 5片10日

5月17日
若葉、松島町(欧畑合む)、

5月15日みどり町

5片21日
七平11、梅沢、長橋、栄、松

5月18R
島

5月28.日 飯(桃話山、奇)毘沙門、 ニ好、 中川 5月23日

c>区域 4月 1日より、中、f1101sj'、 上手)t町、

新町、鎌谷町、山町、栄町、 法字千鳥(-ffl5) 

5 月 1 日より、幾島IH j' 、 j奏亨:千.r.~ (一六15)

c>受益者負担金 供用開始区域の土地所有有

(権利主) 1 m'、'iり350r'lの'，111]合で納めてn1き

ま-9。

じ〉水洗化供用開始l叉域の}jで、 3年以内にノk
洗化に改造する家庭に限り、くみ取り口」ケ

所に対し 、307ゴI.lJを限度額として、融資あっ

1ifii.をいたします。無芋IJ{-で、 30)jr'Jを60lnlで

返済してTAくものです。

c>使用料金 手成3年 4) J ]日より、水道料金の

改定により、ド/J'(道の使用料金も改定されます。

O下水道施設使用料金計算例(水道料金2，255円の場合)

c>出しでもよい物 洗濯機、冷蔵服、テレビ、

ベット 、タンス、イ ス、テーブル、タタ ミ、

ジュータン 、机、空ド ラム 缶、自転事、石油

ス トーフ¥ スノーダンフ。

c>出せない物 リヤカ一、民機共、バイ夕、

ームタンク、古タイヤ

c>中712は内線2691存保健環境説ま で。

c>粗大ゴミには名札をつけてください

については、収集いたし ません)。

c>各家庭からの半Il大 ゴミは 3佃ま でとします。

じ〉判 8"寺30うままで、111して下さい。

=2，189円(円未満切捨)

=1，420fll(lO円，jci前切捨)

42円(円未満切拾)

100 
2，255円x一一(消費税抜き料金)
103 

③2.189円xO.65(65ハーセント)

@;1，420円xO.03(消費税3パーセント)=

ホ

=1，462PI A +⑧  

(下水道路設使問料金は、ト462PIとなりますJ

b問い合せ 下水道諜(内線236)

-+l 

-
4
2
p
 

(ない物qェ五能線全線開通点
I+~寸! 吋時

民生委員児童委員活動強化週間

5月12日--5月18日

C>5)]1211は、民生委tlの口です。
IJ常生活の lドの 、い ろいろな心西己守τに

対 し、 地域の民生委Hは、常時、いつ

でも 、背さんの相談lこJ;i:_;じています。

(秘街は厳守、無料です。)

ごちひ正っこ

あつまれミ

ミニSLカど

ペコってくる o

b日時 5月 5トj

一 こどもの 口一

午前10A、子~午後 411、子

c>場所 五所川原駅隣り(交訴の後)

c>内容 0 ミニSL逆転D51 (色スケー ル)

0出J古 0ぬいぐるみ OHOゲージ‘出ノJミと

i亙車云

c>問い合せ (宮⑮ 5896)J R五能線常業所
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みんなの健康教室 
レ日時 5 月24日（釘午後 1時 

レ場所 市保健センター 

レ講師 

佐藤 実先生（佐藤内科小児科医院長） 

レテーマ 糖尿病のはなし 

レ主催 北五医師会・市保健協議会 

岩
木
吟
社
 

柳
 

平成 3 年（1991年）5 月1日 
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第無H;.ー］・煮轟三If 

市街地のーツ谷地区を縦走す 

‘ー）にゲ H、 る、日本一長い「赤～いりんご I 

~みんな 	の並木道。 春たけなわ、赤いり 

I おいで下さいネ んごの花たちも、 いっせいにう 

r￥ 	 たい始めます。 葉も花も、果肉 

まで’赤い、 この珍らしい赤いり 

んごの並木道は、五所川原のシンボルです。 

レ会期 5 月11日ぐD~12日（日） 

レ会場 赤～いりんごの並木道（ーツ谷地区） 

レイベント 

05 月11日 （イベン トデー） 

・オーフ。ニングー中央小鼓笛隊、パレード 

~ ・出店通り 

・赤～いりんご通り 梅おとさノ井最影会、赤～い 

こころの相談ご案内 
最近、 こころの病気やお年寄りの呆けの問題

が多くみられます。 そこで五所川原保健所では

精神科の専門医による 「こころの健康に関する

相談」 を無半十で開設しています。 

レ相談日 

①老人ー毎月第 2 火曜日午後 1時～ 2 時受付 

担当医 布施清一先生 

②一般一毎月第 3 火曜日午後 1時～ 2 時受付 

担当医 渡辺俊三先生 

ン相談場所 五所川原保健所  

りんご展、花茶試飲コーナー、加工センター 

コーナー、金多豆蔵人形芝居 

・子供の国通りーミニSL、 レトロ子供王国、 

紙芝居、 まんがビデォ館 

レアトラクションー黒石八郎ショー、RAB公

開ラジォ番組 「まいどありがとう大五郎」、ク

イズノリんごジュース早飲み大会、赤～いり

んごの花バス運行・スライド映写会（中央公民館） 

〇 5 月12日 （お花見デー） 

・お弁当を持って赤～いりんごの花見会・出店

通り 

※また夜は東北電力q菊五所川原営業所のご協力

により、ライトアップを行います。ご覧ください。 

レ問い合わせ 総務部企画Jけ整課（内線318番） 

衣一 Vノ田入」」“」 ’~‘ー Iv7J -I J て二 

場 

5 月8iI 
(*) 

午前10時から正午まで 
（掬五所川原 

中央水産前 

午後1時から 
午後 4 時まで 

NTT 
五所川原支店前 

5 月27日 

（月） 

午前10時から正午まで 
本町①かさい 

駐車場 

（五所川原東日流ライ
オンズクラブ協賛） 

午後 1時から 
午後 4 時まで 

栄養熱字のお知らせ 一“よ一、ミ鮮荘 
ー田采のおいしい李即です→甘ー 

山菜をつかって薄味料理を学び、調理の工夫 

でむりなく減塩していきましょう。 是非参加し 

てみませんか。 

レテーマ 栄養の知識を学び、習慣病といわれ 

る成人病を防ごう．ノ 

レ時間 9 時30分～13時 

ン場所 市保健センター 

レ料金 無米斗 

ン持参するもの エプロン、筆記用具、 ごはん、 

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手帳、食 

事しらべ用紙（地区の保健協力員からもらっ 

てください） 

レ申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙がありますJ 

レ締め切り日 :5月15日（加 

対 	象 	地 	区 開催月日 

五小学区（小曲は除く j 5 月22日（水） 

南小学区（ *wJ'IJ鷲鼻、ThJ博潔Jk *T) 5 月23日（木） 

南小学区（笛翻苦繋f. )iI哩T, 	T' twr 	IIJ新町） 5 月24日圏 

Fー’ー 
I みんな 

もおしで下さしネ 

~ 

人の命を救う 
V)r レTh- 需 Iー一＋カ＋左縄 

平成3年(1991年)5月1日 広報ごしょがわら (第734号)⑩

一 一 市街地のーツ谷地区を縦虐す

4沖 2(]:1~ る、日本一長い「赤~いりんご」ff 一…赤しりJLh-… しついこうみんな

たい始めます。葉も花も、果肉

まで赤い、この珍らしい赤いり

んごの並木道は、五所川原のシンボルです。

t>会期 5月1111(1)-12ト1([1)

t>会場 赤~いりんごの、並木道 (ー ツ谷地 区)

t>イベ、ン ト

05月11日 (イベントデー)

・オープニングー中央小鼓笛隊、パレード

・出庖通り

・赤~いりんご通り ー梅 おとめ撮影会、赤~ い

吟こζ ろの相談Z案内1ド
十戸! 、」 寸庁

最近、こころの病気やお年寄り の米けの問題

が多くみられます。そこで Ji所川原i~lil!所では

車内神科の専門医による「こころのf述康に閲する

相談」を無料で開設しています。

t>相談 日

①老人 毎月第 2火凶日午後 1fl、子-2時受十.J

担 当医 布施消ー先生

② 潟支ー毎月 第 3火曜円午後 1II~子- 211~予受付

担当医渡辺俊三先生

t>相談場所 h所川原保健所

みんなの健康教室
仁〉日時 5月24日(ft)午後 1時

t>場所 市保健センタ ー

じ〉講師

佐雌 '夫先生(佐藤内科小児科医院長)

t>テーマ 車府以病のはなし

じ〉主催 」ヒ五医~:l lî会 ・ dî保健協議会

キ占 嘘
金大を
生 生 屈

り iを産 き 辱

あ つ 甲 の

圃る 混 持 終
斐を

女cて〉

d買質n ぜ て る
協を

て ば 手リ 朝
は 女 'じ、 期1 日 し

唖::ft カイ カJ を か
の 愛 飢 伊夫 祈 る
風 を え しミ る 尾
土 J裁 て た ま て
か る く しミ る し、

勺 る し、 骨
背

主時な
消 里T 健 し 彩
i立 太朗

It 
τE士コZ 子 る 葉 人

りんご民、花茶試飲コーナ一、加工センター

コーナ一、金多豆雌人形芝肘

・子供の国通り ーミニSL、レトロ子供五国、

紙芝居、まんがビデオ館

t>アトラクション-Jぷ石八良15ショー、 RAB公

開 ラジオ番幸且「まいどありがとう大厄郎」、ク

イズ/リんごジュース早飲み大会、赤~い り

んごの花ノ〈ス運行・スライド映写会 (中央公民館)

05月12日 (おイE.!n!.デー)

・お弁当を持って赤~ いりんごの花比会 ・出!占

通り

※また夜は東北電力側丘所川原営業所のご協力

により、ライトアップを千子います。ごB丘 ください o

b問い合わせ 総務部企画制整諜(内線318砕)

一人<{f倉をま字う 4中士山~i4I:':::it -l-R
: r:-~r愛め献血」よ伝こ二協力トを 時

}羽 11 H年 IIH I幼 内「

午前10時から正午まで (t'*lIi所)11原
5刈8fJ 中央水路前

(本) 午後1時から NTT 
午後 4fI、千まで 五所川原支出前

午liiilOfl寺から正午まで
本田J@かさい

5 fl2711 駐ヰi場

(11) 午後 1fI、干から (五所川原点目流ライ
午後 4fI，fまで オンスクラブ協賛)

3栄養教室(J) お矢qら 予 ~i H-ヰ 十一'1tt，:+=l-~
4、山菜めおいじlt¥季節です3 引

山菜をつかつて叫味料理を学び、調理の工火

でむりなく減塩していきましょう。是非参加し

てみませんか。

t>テーマ 栄縫の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう /

t>時間 9時30分 -13時

t>場所 市保健センタ-

b料金 無料

t>持参するもの エプロン、筆記用具、 ごはん、

みそ汁(小びんなどに入れて)、健康手帳、食

事 しらべ用紙 (地 区の保健協力以か らもらっ

てください)

t>申し込み先 :地区の保f創 iil，力員へ(参加申 し

込み用紙があります0)

じ〉締め切り日 5月15日制

対象地 区

五小学区 (小曲は除く)

刷、学区(42白IT!午、何lfZ:f;沼!;L22)
南小学区(自主fIJft主」l!司37清白I新町)
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